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相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
、
第

七
波

の
爆
発
的
な
感
染
者

の
中
、

猛
暑
の
中
で
の
マ
ス
ク
生
活
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
炎
天
下
で
の
お
仕
事
こ
苦
労
さ

ま
で
あ
り
ま
す
。

五
月
の
定
時
総
会
も
、
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
多
く
の
会
員
に
お

集
ま
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ず

来
賓
の
こ
臨
席
も
ま
ま
な
ら
ず
人

員
を
絞

っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。そ

う
し
た
状
況
下
で
あ
り
ま
し

た
が
昨
年
度
の
実
績
は
、
発
注
者

各
位
か
ら
の
発
注
に
加
え
て
会
員

の
皆
さ
ん
の
こ
尽
力
も
あ

っ
て
前

年
度
比
百
十

一
％
と
創
業
以
来
最

高
の
契
約
高
を
示
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
会
員
の
増
強
で
は
高

齢
法
の
七
十
歳
雇
用

へ
の
転
換
等

も
あ

っ
て
増
加
に
転
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
量
と

会
員
数
は
シ
ル
バ
ー
の
両
輪
で
す

が
、
仕
事
が
あ

っ
て
も
働
く
会
員

が
少
な
く
な

っ
て
は
恒
久
的
な
発

展
は
望
め
ま
せ
ん
。
会
員

一
人
ひ

と
り
が
仲
間
の
勧
誘
を
お
願
い
し

ま
す
ｃ

も
う

一
つ
の
難
間
は
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

へ
の
移
行
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
消
費
税
の
免
税

個
人
事
業
者
で
す
が
、
こ
の
制
度

が
適
用
さ
れ
る
と
免
税
事
業
者
の

税
納
入
が
生
じ
て
、
発
注
者

・
シ

ル
バ
ー

。
会
員
の
い
ず
れ
か
が
消

費
税
分
を
新
た
に
負
担
し
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
報
酬
よ

　

・

り
も
社
会
参
加

・
健
康
維
持
に
重

　

１一

き
を
お
い
て

「
い
き
が
い
就
業
」

を
し
て
い
る
会
員
に
適
用
す
る
こ

と
は
、
地
域
社
会
の
活
力
低
下
を

も
た
ら
す
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

構
成
三
村
の
議
会

へ
特
例
措
置

の
実
施
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

し
採
択
さ
れ
て
、
関
係
機
関

へ
要

望
書
を
提
出

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
政
府
等
の
動
き
を
注
視
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
中
皆
さ

ん
に
は
熱
中
症

も
含
め
て
事
故

の
な
い
就
業
を

切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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令
和
四
年
度
の
定
時
総
会
は
、
五
月
三
十

日

（月
）
に
阿
智
村
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
２

階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
今

年
度
も
委
任
状
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を
推

奨
し
役
員
を
中
心
に
十
九
名
の
出
席

（委
任

状
出
席
百
十
六
名
）
に
よ
り
、
手
指

の
消

毒

・
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
防
止
に
努
め
、

短
時
間
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

総
会

の
議
長
に
は
根
羽
村

の
片
桐
龍
男

さ
ん
が
就
任
し
、
令
和

三
年
度
事
業
報
告

及
び

同
収
支
決
算
報
告

の
承
認
、
令
和

三

年
度
補
正
予
算
、
令
和

四
年
度

の
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
、
個
人
情
報

の
保
護
に

関
す
る
規
程
が
大
き
く
改
正
さ
れ
た
報
告

な
ど
が
上
程
さ
れ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
等
で
は
、
年
度
末
の
会
員
数
は

一
五
八
名
で
昨
年
度
末
に
比
べ
七
名
減
少
、

会
員
の
拡
大
を
図
る
た
め

「会
員

一
人

一
会

員
入
会
」
を
お
願
い
し
て
き
た
が
入
会
者
は

十
名
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
退
会
者
が
十

七
名
と
多
く
い
た
。
今
後
は
新
た
な
会
員
の

拡
大
と
併
せ
、
高
齢
で
も
就
業
で
き
る
体
制

作
り
と
会
員
の
退
会
抑
止
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

契
約
状
況
に

つ
い
て
は
、
県
下
の
多
く

の
セ

ン
タ
ー
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係

で
契
約
額
が
減
少
す
る
中
、
当
セ

ン

タ
ー
は
高
齢
者
施
設
や
観
光
関
連

で
大
幅

な
受
注
減
が
あ

っ
た
が
、
公
共
の
受
注
や

民
間
の
大

国
受
注
が
あ
り
、
契
約
額
は
昨

年
度
を
上

回
る

こ
と
が

で
き
た
。
受
託

・

派
遣

の
就
業
延
べ
日
数
は
人
、
九
八
八
日

（前
年
度
比
９
９

・
３
４
％
）
で
し
た
が
、

契

約

額

は

五

、
六

六

四

万

円

（
同

１

１

１

・
２
％
）
と
過
去
最
高
と
な
り
、
第

二

次
中
期

五

ヶ
年
計
画
の
当
年
度
の
目
標
値

と
比
較
す
る
と
会
員
数
は

一
七
〇
名
に
対

し

一
五
人
名
だ
が

、
契
約
額
は
五
、

二
〇

二
万
円
に
対
し
五
、
六
六

四
万
円
と
目
標

を
達
成
で
き
た
。

総
会
に
先
立
ち
行
う
予
定

の
役
員
表
彰

三
名
及
び
永
年
会

員
表
彰
九
名

の
表
彰
式

は
行
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
が
さ
れ
、

表
彰
状

・
記
念
品
は
個
別
に
配
付
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
例
年
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

講
演
会
等
も
今

回
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん

で

し
た
。

t

表
彰
規
程
に
よ
り
、
役
員
表
彰
三
名
、
永

年
会
員
表
彰
九
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
（敬
称
略
）

役
員
表
彰

塩
澤
　
ヂ
文
　
阿
智
村
浪
合

（理
事
四
期
八
年
）

高
柳
　
紀
一　
根
羽
村

（理
事
四
期
八
年
）

櫻
丼
　
茂
男
　
阿
智
村
清
内
路

（理
事
三
期
六
年
）

（役
員
と
し
て
三
期
六
年
以
上
在
籍
、セ
ン
　
２．

タ
ー
の
運
営
。発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
）
　

　

．

永
年
会
員
表
彰

倉
田
　
宗
一　
阿
智
村
春
日

片
桐
　
貞
夫
　
根
羽
村

稲
垣
　
節
雄
　
根
羽
村

石
原
　
幾
男
　
根
羽
村

石
原
美
恵
子
　
根
羽
村

熊
谷
　
光
栄
　
阿
智
村
智
里

下
島
　
礼
子
　
阿
智
村
駒
場

三
宅
　
克
久
　
根
羽
村

片
桐
　
俊
男
　
根
羽
村

（会
員
と
し
て
十
年
以
上

在
籍
、
事
業
活
動
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
た
方
）

．一機ア

し

辮
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今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
後
の
平
成
２１

年
１
月
入
会
さ
れ
、
人
生
１
０
０
年

・

生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て
、
こ
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
に
①
シ
ル
バ
ー

ヘ
の
入
会
動

機
②
シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
状
況
③
趣
味

④
健
康
に
気
を
付
け
て
い
る
事
⑤
今
後

の
抱
負
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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①
仕
事
を
し
た
い
こ
と
と
、
多
く
の
人
と

知
り
合
い
に
な
り
た
か

っ
た
。

②
以
前
は
水
道
施
設
の
草
刈
り
や
ホ
テ
ル

の
庭
の
管
理
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
会
員
互
助
会
の
役
員
と
し
て
の
仕

事
。

③
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
と
車
で
の
ド
ラ
イ
ブ
。

④
運
動
を
す
る
こ
と
と
歩
く
こ
と

（犬
の

散
歩
で
２
０
０
０
歩
）

阿
智
村
清
内
路

嘉
寺
　
耕
作

昭
和
１３
年
１
月
生
ま
れ

⑤
元
気
で
マ
レ
ツ

ト
ゴ
ル
フ
の
各

種
大
会
に
出
る

事
。

７０
歳

よ
り
豊
橋
か
ら
単
身
移
住

７３
歳

年
金
暮
ら
し
だ
け
で
は
厳
し
い
も
の
を
感

じ
て
い
た
時
、
石
原
正
和
さ
ん
と
出
会
い
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
シ
ル
バ
ー
人

材
に
登
録
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

現
在
の
就
業
は
、
草
刈
り
を
始
め
色
々
な

仕
事
の
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。

大
勢
の
職
歴
の
仲
間
達
と
出
会
い
楽
し
く
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
。

世
の
中
に
役
立
て
る
自
分
を
発
見
で
き
た

事
に
喜
び
を
感
じ
、
日
々
充
実
の
時
を
過
こ

し
て
お
り
ま
す
。
感
謝
＝
¨

就
業
に
当
た
り
安
全
に
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
、
う
ま
く
い
っ
た
ら
儲
け
も
の
は
ダ

メ
＝
　̈
そ
な
え
よ
常
に
――

春

・
夏

・
秋
の
仕
事
は
あ
り
が
た
い
の
で

す
が
、
冬
期
活
躍
の
場
所
が
あ
れ
ば
と
――

根
羽
村

柴
田
　
健

有

り
が

た

い
シ
ル
バ

ー
人
材

「突
然
こ
れ
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
、
入
会
間
も
な
い
私
は
何
を
書
い
て

い
い
の
か
わ
か
ら
ず
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

私
は
体
調
を
崩
し
て
今
ま
で
の
仕
事
を

辞
め
て
、
先
輩
方
に
は
失
礼
か
と
思
い
ま

す
が
六
十
過
ぎ
た
ら
な
か
な
か
再
就
職
は

無
理
と
か
言
わ
れ
諦
め
て
い
ま
し
た
が
、

先
に
入
会
し
て
い
る
夫
、
兄
の
進
め

で

「
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
お
い
た
ら
い
い

よ
」
と
言
わ
れ
名
前
だ
け
で
も
と
入
会
す

る
事
に
し
ま
し
た
。

現
在
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
は
、
知
り
合
い

か
ら
誘
わ
れ
ゴ
ル
フ
場
で
、
ポ
ー
タ
ー
、

掃
除
、
洗
濯
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
自
分

の
好
き
な
趣
味
の
ゴ
ル
フ
に
関
わ
る
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
日
で
は
な
く
忙
し
い
時
だ
け
で
す
が
、

お
客
様
と
笑
顔
で
接
し
て
楽
し
み
な
が
ら

仕
事
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
事
を

根
羽
村

松

下
　
記
子

知
ら
な
け
れ
ば
私

は
働
く
事
は
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な

い
で
す
。
も

っ
と

大
勢
の
方
に
入

っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

製
造
業
工
場
勤
務
を
退
社
し
、
家
に
い

て
時
間
を
持
て
余
し
て
い
た
の
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

就
業
の
多
く
は
依
頼
さ
れ
た
場
所
の
草
刈

り
が
主
な
作
業
で
す
。

刈
払
機
の
使
用
が
多
く
、
会
員
の
皆
様

に
刈
払
機
の
機
能
他
、
取
替
刃
の
研
磨
等

を
親
切
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

草
刈
り
作
業
は
危
険
を
伴
い
多
く
の
会

員
と
作
業
を
す
る
た
め
、
作
業
に
当
た

っ

て
は
、
会
員
間
の
距
離
を
置
き
、
斜
面
で

は
上
下
作
業
を
行
わ
な
い
な
ど
安
全
に
は

充
分
注
意
し
て
い
ま
す
。

阿
智
村
駒
場

熊
谷
俊
宣

シ
ル
バ
ー

ヘ
は
、
知
人
の
紹
介
と
チ
ラ

シ
を
見
て
入
会
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
は
、

駐
車
場
の
整
理
、
テ
ン
ト
張
り
、
草
刈
り

作
業
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。シ

ル
バ
ー
に
入
会
し
て
ま
だ
三
か
月
余

り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
作
業
前
の
安
全

確
認
を
き
ち
ん
と
行
い
、
事
故

・
ケ
ガ
の

無
い
よ
う
に
し
て
、
頑
張

っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

-3-

※
シ
ル
バ
ー
事
務
局
か
ら

嘉
寺
さ
ん
に
は
平
成
２９
年
か
ら
会
員
互
助
会
の

会
長
と
し
て
こ
尽
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
の
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
何
時
も
上

位
の
成
績
を
出
し
て
い
ま
す
。

阿
智
村
駒
場

松
村
　
辰
夫
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森
林
組
合
が
営
む
昼
神
荘
は
、

元
々
組
合
員
が
研
修
が
で
き
、
体
も

癒
す
こ
と
の
で
き
る
保
養
施
設
と
し

て
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
五

十
五
年
に

一
般
の
方
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
温
泉
旅
館

へ
と
か

た
ち
を
変
え
、
四
十
年
以
上
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
こ
利
用
頂
い
て
い
ま

す
。

当

館

の
料

理

に

は
地

元

産

の
食

材
が

多

く

使

わ

れ

て
お

り

県
内

外

の
お

客
様

に
大

変

好

評

頂

い

て
お

り

ま
す
。
中
で
も
信
州
な
ら

で
は
の

「鯉
の
甘
露
煮
」
は
地
元
の
方
に
大

人
気
で
す
。
秋
に
は
自
慢
の
松
茸
料

理
が
他
に
は
な
い
量
、
価
格
で
味
わ

え
ま
す
の
で
是
非
こ
利
用
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
は
、

宿
直
業
務
を
お
願
い
し
、
外
来
入
浴

の
受
付
、
夜
間
の
施
設
管
理
等
で
大

変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
宿

泊
施
設
で
休
館
日
が
少
い
中
、
少
人

数
の
会
員
さ
ん
が
交
代
で
対
応
し
て

く
だ
さ
り
、
お
客
様
に
安
心
し
て
過

こ
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
か
ら
調
理
補
助
、
清
掃

も
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、

頼
り
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

七
月
十
四
日
に
会

員
の
親
睦
と
健
康
維

持
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
会
員
互

助
会
と
共
催
で
阿
智

村
の
わ
い

。
ｗ
ａ
ｌ

公
園
で
マ
レ
ツ
ト
ゴ

ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者

十
九
名
が
三

・
四
人
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
夏

・
秋
コ
ー
ス
の
十
八
ホ
ー

ル
で
和
気
あ
い
あ
い
と
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
本
所
管
内
か
ら
十
五
名
、

根
羽
事
務
所
管
内
か
ら
四
名
で
し
た
。

第

一
位
は
ス
コ
ア
五

一
の
下
原
秀
男

さ
ん
で
し
た
。
第
二
十
七
番
ホ
ー
ル

で
鈴
木

一
平
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
月
に
第
二
回
の
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
こ
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

成
　
績

一
位
　
下
原
秀
男
さ
ん

　

（駒
場
）

ス
コ
ア
　
五

一

二
位
　
山
田
す
み
子
さ
ん

（駒
場
）

ス
コ
ア
　
六
三

三
位
　
嘉
寺
耕
作
さ
ん

（清
内
路
）

ス
コ
ア
　
六
五

Ｉ

Ｉ

７
一
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少子高齢化により、

入会資格は、阿智村、平谷村、

ださい。

60歳を過ぎたら知識 0

冬鞣瘍謳に、 ・黎恣鰊洟け、

しませんか。

(1菱:話49‐2108)



第29号 下伊那西部シルバー便リ 令和 4年 9月 10日

祓勒贔骰蒻鼈蝙1蝙蝙隋鐵 輻蒻鶉腑鰊
‐‐痣

安全就業全国統一スローガン (R2年からR4年度)

令和4年度 県連合会

チエツクロー

頷眈鑽鼈鶉
長野県シルバー人材センター連合会による安全就業推進研修会 (KY活動指導者養成研修)が、県下5ブロックに分かれて

開催され、当センターでは6月 28日に駒ヶ根伊南SCで開催の研修会に佐藤昭三副理事長が参加しました。研修内容は危険

予知訓練「事故事例危険予知訓練」で、パワーポイントによりKYTの進

め方等の模擬演習が行われました。

今回はコロナ禍にあり密をさけて実技演習は行わず、事故事例A～Kに

ついて事故原因 (現状把握 。事故原因)、 再発防止策について参加者が

それぞれ拾い出した後、原因。対策を取りまとめたものが配られました。

今までの事故防止の対策は、発生した事故の原因を調査し類似事故の

再発防止策を行うという手法が基本でしたが、これからの安全就業対策

は、自主的に就業場所や作業にひそむ「危険」を見つけ出し、事前に的確

な安全対策を講する方向になつてきています。

KY活動の手法を知つていただき、作業前のフ分間ミーティングで会員

の健康確認、現場や作業にひそむ危険を皆で共有し安全就業に努めて

いただきたいと思います。

颯瑣蛉靡逹1漑1瞼鼈鰊饒燎蝙核熙隕輻

:蝙
1‐隋‐

i辣隋躙躙蒻‐鰊躙鰊1儡|1躙

7月 21日 に県連合会から宮下安全・適正就業対策推進委員、内田安全・適正就業バトロール指導員、黒岩業務担当(3

名)、 当センターからは鈴木安全・適正就業委員長以下9名により行われました。

現場は阿智村駒場の体耕地と土手の草刈りで作業員4名、連合会の委員から班長さんに朝のミーティングやシートな

ど安全に対する取り組み状況の聞き取りや、作業の様子について観察が行われました。

パ ト□―ル終了後の請評では、概ね点検項目はクリアされているが、顔面保護具はフルフェイスを奨励しているので、

自分の身を守るためにも極力使用されたい。

蜂の抗体検査、呼び子笛の携帯等良い見本としたいとのことであつた。

安全就業推進研修会

-5-
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・塩分補給、適度な休憩、日

熱中症を防ぎましょう。
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令和 4年 9月 10日 下伊那西部シルバー便リ 第29号

インボイス制度 (適格請求書保存方式)について

センターから会員の皆さんに支払う配分金には、発注者から預かつた10%の消費税が含まれています。この

消費税は本来税務署に納めるものですが、年間の課税売上額が1,000万円以下の会員の皆さんは消費税免除

事業者となるため納める必要はありません。インボイス制度導入後も、この免税基準は変わりません。

《現 行》(令和5年 9月 30日まで)

シルバー人材センターが会員に支払う配分金について見ると、発注者から受け取った消費税込みの金額をそ

のまま会員に支払つているため仕入税額控除100%となり、センターとして納税は生じません。

《インボイス制度施行後》
インボイスを介在した取引のみF仕入税額控除」が認められることとなります。インボイスを交付できるのは、

税務署長に申請して登録を受け実際に納税している事業者のみです。

シルバーの会員は、原則免税事業者のため、センターとしては会員に支払う配分金に含まれる消費税額分につ

いて、仕入税額控除を行うことが出来ず、お支払いした消費税相当額を新たに納税する必要が生じ、センター運

営に大きな影響が出ます。この財源をどうするのか引き続き検討して行きます。(経過措置あり)

《現  イテ》 配分金額11,000円 (本体10,000円 +消費税1,000円)のケース

仕事の完成 役務の提供

料 金 配分金

0円
1,000F])

センターとしては、週2型鎧提瓢江離L工ЮΩ巴 一世塾止茎磁釜豊菫税壁ユ玉]QQEl=0円 となり

消費税納税の必要が無い

《イ ン ぶ イ ス 封 醸爾饉菫訴斃》 配分金額11,000円 (本体10,000円 +消費税1,000円)のケース

仕事の完成 役務の提供

料 金 配分金

配

`)6き

11,000円
(うち消費税1,000円 )

11,000円
(う ち消費税1,000円 )

｀`
、、、、            群1仕入税額控除不可

センターとして|よ、選m｀旦差置税額Ш⊇旦旦巴 ―仕ユd二」墨昼聾躍劃匠壁Ю□ =1,000円 となり

1,000円を納税しなければならない

配分金11,000円
(うち消費税1,000円 )

11,00
(うち消費税

.

人材センター

シルバー

霊警饉

●
■
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（四
年

一
月
か
ら
）

村
松
　
辰
夫
　
　
阿
智
村
駒
場
　
　
一二
月

安
藤
　
　
隆
　
　
阿
智
村
伍
和
　
　
四
月

松
下
　
記
子
　
　
根
羽
村
　
　
　
　
四
月

神
麻
　
　
隆
　
　
平
谷
村
　
　
　
　
五
月

熊
谷
　
秀
子
　
　
阿
智
村
駒
場
　
　
五
月

渡
邊
　
一
之
　
　
平
谷
村
　
　
　
　
六
月

石
原
　
重
松
　
　
根
羽
村
　
　
　
　
七
月

藤
城
由
紀
子
　
　
根
羽
村
　
　
　
　
七
月

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〓

壺

彙

壺

議

・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

一
向

に
収
ま
る
気
配
も
な
く
盆
過
か
ら
拡
大
し

西
部
三
村
で
も
連
日
感
染
者
が
出
て
い
ま

す
。屋

外
で
距
離
が
確
保
で
き
た
り
、
屋
内

で
も
距
離
を
確
保
で
き
会
話
が
行
な
わ
な

い
場
合
、
マ
ス
ク
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
。

大
人
数
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
も
制
限
な
く

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
感
染
す
る
の

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
必
要
に
応
じ
マ
ス

ク
着
用
等
で
感
染
防
止
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
蜂
の
巣
が
多
く
で
き
て

い
ま
す
。
草
刈
作
業
等
で
の
蜂
刺
さ
れ
に

も
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
の
身
近
な
広
報
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
情
報
や
こ
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
啓
発
部

令和5年 1 ります。

t
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